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伊 賀 市の府 中地 区の よ うな 「府 中Jと い う地名 は、古代 の国 の役所 「国府 J

が 置かれ ていた場所 を示 して いるこ とが多 く、全 国各地 に見 られ ます。lllえ ば、

東京都府 中市 は武蔵 国府 、広 島県府 中市 は備 後 国府 に由来 します。

伊賀市の 「府 中Jと い うところも、かつては伊賀国府 があった場所 と考 え られ

ていま したが、地 区の どこにあるか確定 されていませんで した。 しか し、1991(平

成 3)年 度 に府 中地 区で実施 され た発掘調 査 に よつて、国府 の 中心的 な施設 で

あ る国庁跡 が柘植 川北岸 の坂之 ドに所在 した ことが llsら かにな りま した。

伊 賀 国庁跡 は、奈 良時代末 か ら平安 時代 後期 にか けて長り1に わた り遺構 の変

遷 を追 うことがで きる遺跡 として、2009(平 成 21)年 7月 に国の史跡 に指 定 さ

れ ま した。 そ の後 、伊賀 国庁跡 の整備 に向 けて、地元 の方 々の ご協力 を得 て指

定 され た ズ域 の約 25,000nイ の公有化 を行いま した。今後、伊賀国庁跡 を公園 とし

て整備 す るにあた り、国庁 lllの 規模や構 造 、整備 事業 について 、「こ くっち ょJ

でお伝 え していきたい と思 います .

古代 の国府 は、 かつ ては 方人

町 (1円]は 約 109in)の 広 が り

を もつ平地 部 に国庁 /iど の施設

が あ る と考 え られ てい ま した。

伊賀 市の府 中地 区で方 人町 の広

が りを t,つ ところは、柘植 川 と

服部 川 にIIま れ た 「万円「の沖 J

と呼 ばれ る印代 の東力 の沖積 地

で あ り、条里地害1が 良好 に残 つ

ていたこと、近接す る西条に 「国

府 湊 Jと い う地名 が残 っていた

こ とな どか ら、伊賀 国府跡 が あ

発掘調査 された伊賀国庁跡 (北 か ら)



る と考 え られ てい ま した。

1988(昭 和 63)年 、府 中地 区 にお いて農 業 基盤 整備 事業 の実施 に伴 い、印

代 で・
I掘 調 査 を実施 しま したが、 国府 が あつた時代 の遺構や 遺物 はほ とん ど見

られ ませ んで した。翌 1989年 、柘植 川北岸 の坂 之下で調査 を実施 した ところ、

奈 良時代 か ら平安 時代 にか けての大型 掘立柱 建物 が見つか り、その後 の調 査 に

おいて も、各地 の国庁 lllに 見 られ る正殿 脇殿 に相 当す る建物や 、それ らを囲

む塀や溝 な どの遺構 が検 出 され ま した。 この あた りの地名 が 「こくつち よ (国

町)Jと 呼 ばれ てい るこ とも考 えあわせ 、 ここが伊賀 国庁跡 の有 力 な候補 地 と

され るよ うにな りま した。 さらに、 1993(平 成 5)年度 の調査 で 「國厨 Jと 塁

で記 され た土器 が 出士 した こ とか ら、坂之下で見つか つた遺構 は伊賀 国庁跡 の

もので ある と確 定す るに至 りま した。

古代 の国庁跡 は、現在全 国に 18例確認 され ていますが、古代 の国の等級 (大

国 上 国・ 中国 下国)の うち、下国の国庁跡 は初 めての発 見 とな りま した。

伊賀 国庁 Lllは 、掘 立柱塀 と溝 に よつて区画 され た 40m四 方 あま りの比較的小

規模 の もので、左右 対称 に配置 され た主要施設 の正殿 前殿・脇殿 は、8世紀末

か ら 11世紀 中頃にか けて、大 き く 4期 (国 庁 1期 ～ 4期 )に 分 け られ ます。 ま

た、 国庁域 の範 囲 は、東 は国町川 、南 は段丘崖 、西 は農 業基盤 整備事業 前 に見

られ た水 田の段差か ら、東西 200m、 南北 150m程度 と考 え られ ています。

出土 した遺物 は大半 が土器 で、そ の多 くは土師器 皿 です。 そ のほか、須 恵器

や 内側 を黒 く燻 した黒色 土器 をは じめ、緑釉 妬曇・灰 霜 局碁 とい った集 落遺跡

では あま り見 られ ない土器 も出土 して います。 また、瓦 の出土は非 常 に少 ない

こ とか ら、伊賀国庁跡 は瓦葺 でない建物 で あつた と考 え られ ています。

伊賀国庁跡か ら出上 した土器 「國厨 Jと 記 された須恵器



伊賀 国庁跡 が置 かれ た坂 之下

は、古代伊賀 国の なかで どの よ

うな位置 にあ った ので しょ うか。

奈 良時代 の東海道 は、本津 (京

都府木津川 市 )か ら木津川 を l ll

り、 島ケ原 を経 て、現在 の JR
関西 本線 沿 いに東 へ進 み 、加 太

(亀 山市)へ抜 けるルー トで し

た。 東海道 の よ うな官道 は 「駅

路 Jと 呼 ばれ 、国庁跡 は、三 田

廃 寺 (三 日)や 薪駅 らぎ (官 舎 遺

Blf 西 高倉 東 高倉 )の 奈 良時

代 の遺跡 とと1)に 東海道 上 に位

置 します。 また、国庁 llfか ら真

南 には、伊賀 国分寺跡 、長楽 山

廃 寺跡 (国 分 尼 寺)が あ ります

が 、国府 と国分 寺 は 、伊賀 国内

の情報 を伝 達収集 す る 「伝 路 J

と呼 ばれ る道 路 で結 ばれ て いた

と考 え られ ています。 伊賀 国庁

跡 は、駅路 と伝 路 が交差す る交

通 の結節点 に位置 してい ま した。

また、伊 賀 国庁跡 の北側 の丘 陵 には、 4基 の前方後 円墳 を含 む外 山 鷺棚 古

墳群 があ り、市東 には二重県最大 の前 方後 円墳 で ある御墓 山古墳 が所在 します。

これ らは伊賀 北部 の古墳 時代 の首長墓群 とされ てい ます。 これ までの研 究 で、

古墳 日キ代 に首長墓 が築造 され た場 Flに 近 い ところに古代 の国府 が営 まれ る こ と

が多 い こ とが分 か って います が、 lll賀 国庁跡 につ いて も同 じよ うな こ とがい え

ます。

古代伊賀 国 を知 るた めの重要 な遺跡 として、地 下の遺構 を しっか りと保存 し

なが ら、後世 に伝 えるた め、伊賀 国庁跡 の中心部分 の公有化 を進 め る とともに、

伊 賀国 庁跡 と周 辺 の遺 跡



2010・ 2011(平成 22 23)年 liに 『 史

跡イヌ賀国庁跡保存管理計画書』、2014

2015(平成 26 27)年 度に『 史跡伊賀

国庁l ll保存整備活用基本計画』を策定し、

整備 活用 IJ針 を検討 してきました.

これ らの計画では、史跡整備にあたっ

て伊賀国庁成すの歴史的背景や、占代伊

賀国の しくみな どを学ぶ ことができる

ようにすることを目的として、01也下遣

構の保護 ②地域住民の憩いの場 とな

るような史llf公 園整備 O市 民にも分

か りやすい遺構表示 0周 辺の IF落 や

風景 と調nし た史跡公園整備 O府 中

1地 区の遣跡 と関連づけた整備 を 目指

して取 り組むこととしています。

平成 30年度 に ,ま 、国庁 llfの 正殴や Hl殿 、脇段 な どキ要 |■ 物 を追構 表示す るこ

とを盛 り込 んだ Tt本設 計 を策 定 しま した。 平成 31年度 は、 よ り具体的 な実施設

計に入る予 定です .

現在 、 lL域 のみ な さん と文化財 ウォー クや 計演会 を 1日 じて、地 IIlの 歴 史や 文

化Olを 学 び理解 を深 める |』 動 を してい ます。 今後 1)伊賀 国庁跡 の保存 活用 の

た め、整備事業へ の ご理解 とご協 力を よろ しくお順 い します .
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